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★　「市報」よりも「市議会だより」よりも、行政・議会の裏表がよくわかる東村山市民の「からくち新聞」
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２
０
１
８
年
の
予
算
委
員
会
で
、
朝
木

議
員
の
追
及
で
発
覚
し
た
市
の
高
齢
者

施
設「
憩
い
の
家
」問
題
は
、朝
木
議
員
や

故
矢
野
議
員
な
ど
市
議
５
人
で
、
市
長
や

事
業
者
の
責
任
を
問
う
裁
判
が
提
訴
さ

れ
て
か
ら
、
約
４
年
経
っ
た
１
月
24
日
に

東
京
地
裁
で
結
審
し
た
。

　

こ
の
問
題
は
、
２
０
１
８
年
度
の
予
算

委
員
会
で
、
市
内
「
憩
い
の
家
」
の
運
営

委
託
料
が
年
々
増
額
さ
れ
、
２
０
１
２

年
に
２
４
３
１
万
円
だ
っ
た
委
託
料
が

２
０
１
８
年
度
予
算
で
は
４
３
５
０
万

円
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を

朝
木
議
員
が
指
摘
し
、行
政
側
に
理
由
を

問
い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
行
政
側
は
答
弁

が
で
き
な
く
な
り
、会
議
は
紛
糾
。

　

結
果
、
こ
の
２
０
１
８
年
度
分
の
予
算

は
市
長
に
よ
っ
て
撤
回
さ
れ
る
と
い
う

前
代
未
聞
の
出
来
事
と
な
っ
た
。

　

「
憩
い
の
家
」
の
運
営
を
受
託
し
て
い

た
の
は
、大
成
㈱
と
い
う
ビ
ル
管
理
会
社
。

　

市
は
毎
年
、
大
成
㈱
か
ら
、
翌
年
度
の

運
営
委
託
料
に
つ
い
て
の
見
積
も
り
を

「
参
考
見
積
書
」
と
い
う
形
で
提
出
さ
せ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、「
参
考
」
で
あ
る
は

ず
の
見
積
書
の
金
額
は
そ
の
ま
ま
一
円
違

わ
ず
、「
入
札
予
定
価
格
」に
設
定
さ
れ
、

大
成
㈱
が
ほ
ぼ
満
額
で
落
札
す
る
、
と
い

う
こ
と
が
、
6
年
間
に
渡
っ
て
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
朝
木
議
員
の
追
及
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　

何
よ
り
も
許
せ
な
い
の
が
、「
憩
い
の

家
」
は
入
浴
施
設
も
あ
り
、
身
体
の
不
自

由
な
利
用
者
も
多
い
高
齢
者
施
設
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
消
防
法
で
定
め
ら
れ

た
防
火
管
理
者
が
不
在
の
た
め
、
防
火
計

画
も
な
く
、
避
難
訓
練
の
実
施
、
緊
急
時

や
個
人
情
報
保
護
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
、

そ
の
他
の
複
数
の
市
と
の
契
約
事
項
が

不
履
行
と
い
う
、
考
え
ら
れ
な
い
状
態
で

６
年
間
も
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
議

会
答
弁
で
明
ら
か
に
。

　

ま
た
、
防
火
管
理
者
の
不
在
は
、
消
防

署
の
立
ち
入
り
検
査
で
発
覚
し
、
渡
部
市

長
あ
て
に
是
正
勧
告
通
知
が
出
さ
れ
て

い
た
が
、
渡
部
市
長
は
こ
れ
を
「
知
ら
な

か
っ
た
」と
答
弁
。

　

そ
し
て
渡
部
市
長
は
、「
憩
い
の
家
」

が
防
火
管
理
者
不
在
と
い
う
、
消
防
法
に

違
反
す
る

運
営
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

２
０
１
８
年
の
決
算
委
員
会
で
の
朝
木

議
員
の
追
及
に
対
し
、「
全
体
的
に
は
特

に
問
題
な
く
、
利
用
者
の
生
命
・
財
産
を

き
ち
ん
と
守
り
つ
つ
運
営
は
さ
れ
て
い

た
と
い
う
ふ
う
に
、
私
ど
も
と
し
て
は
理

解
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
、
高

齢
者
の
生
命
軽
視
と
も
と
れ
る
答
弁
を

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
「
契
約
違
反
」
が
な
ぜ
６
年

間
も
発
覚
し
な
か
っ
た
の
か
。

　

市
が
事
業
者
に
運
営
委
託
を
し
た
場

合
、毎
月
、市
に
よ
る「
検
査
」が
行
わ
れ
、

こ
の「
検
査
」で
、「
契
約
書
の
内
容
が
確

実
に
履
行
さ
れ
て
い
る
か
」
を
市
職
員
が

チ
ェ
ッ
ク
し
、
履
行
が
確
認
さ
れ
た
日
付

で
「
検
査
調
書
」
が
作
成
さ
れ
、
こ
の
検

査
調
書
が
委
託
料
の
支
払
い
に
必
要
な

書
類
と
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
市
は
「
検
査
は
行
っ
た

が
、契
約
書
の
内
容
を
知
ら
ず
に
検
査
を

行
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
全
く
意
味
不

明
の
言
い
訳
を
し
、
６
年
間
で
72
回
も
の

「
検
査
」が
行
わ
れ
な
が
ら
、こ
れ
ら
の
契

約
違
反
は
全
て
見
逃
さ
れ
て
お
り
、
し
か

も
情
報
公
開
制
度
で
取
り
寄
せ
た
、こ
れ

ら「
検
査
調
書
」の
日
付
は
、日
曜
日
だ
っ

た
り
、
な
ん
と
１
月
１
日
の
日
付
の
も
の

ま
で
あ
る
と
い
う
、
無
茶
苦
茶
な
文
書

だ
っ
た
。

　

こ
の
行
政
と
大
成
㈱
の
異
常
な

関
係
は
6
年
間
続
き
、
市
が
６
年
間

で
支
払
っ
た
運
営
委
託
料
は
総
額
で

１
億
９
９
３
７
万
円
。
朝
木
議
員
ら
は
、

こ
の
事
業
者
か
ら
委
託
料
の
返
金
を
市

長
に
求
め
た
が
、
市
が
重
い
腰
を
上
げ
て

や
っ
と
返
金
要
求
を
決
め
た
額
は
た
っ

た
の「
56
万
３
１
１
２
円
」。（
法

定
利
息
が
つ
き
、
約
69
万
円
）

と
い
う
、
納
税
者
市
民
を
馬
鹿

に
し
た
よ
う
な
金
額
だ
っ
た
。

多
く
の
契
約
違
反
が
発
覚
し
て

も
、
市
は
こ
の
受
託
業
者
大
成

㈱
の
責
任
を
厳
し
く
追
及
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
大
成
㈱
の
東
村
山
営
業

所
の
窓
に
は
、
当
時
、
常
に
公

明
党
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
、

退
職
し
た
公
明
党
の
市
議
会
議

員
が
複
数
、
こ
の
会
社
に
就
職

し
て
い
る
。「
憩
い
の
家
」
の
事

実
上
の
責
任
者
は
こ
の
退
職
し

た
元
公
明
党
市
議
で
あ
る
こ
と

を
、朝
木
議
員
は
２
０
１
２
年
の

一
般
質
問
で
指
摘
し
問
題
視
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
事
実
を
ふ
ま
え
、
市
が
支
払
っ

た
約
２
億
円
あ
ま
り
の
委
託
料
の
返
還

を
求
め
る
監
査
請
求
を
行
っ
た
が
、
棄

却
。
市
の
３
名
の
監
査
委
員
は
市
長
の
指

名
に
よ
り
選
任
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

の
一
人
は
必
ず
与
党
議
員
が
選
任
さ
れ

る
。
当
時
の
監
査
委
員
は
自
民
党
の
熊

木
議
員
だ
。

　

よ
っ
て
、
朝
木
直
子
議
員
と
、
故
矢
野

穂
積
、山
口
み
よ
、渡
辺
み
の
る
、佐
藤
直

子
ら
各
議
員
で
２
０
１
９
年
２
月
に
東

京
地
裁
に
提
訴
し
た
裁
判
は
５
月
12
日

に
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
る
。

業
者
見
積
額
＝
入
札
予
定
価
格

「憩いの家」裁判、
ついに結審

長
年
の
行
政
の
ゆ
が
み
が
露
呈

長
年
の
行
政
の
ゆ
が
み
が
露
呈

高
齢
者
施
設
で
消
防
法
違
反
の
防
火
管
理

　

３
月
25
日
に
、
統
一
教
会
問
題
を

追
及
し
て
い
る
鈴
木
エ
イ
ト
氏
と

創
価
学
会
問
題
に
詳
し
い
乙
骨
正

生
氏
を
招
き
、「
宗
教
と
政
治
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
東
村
山
市

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

第
一
部
で
は
鈴
木
エ
イ
ト
氏
に

よ
り
、自
民
党
と
統
一
教
会
と
の
関
係
の
歴
史
、ま
た
未

だ
こ
の
関
係
は
清
算
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
隠
蔽
化

が
図
ら
れ
て
い
る
現
状
な
ど
が
講
演
さ
れ
、
第
二
部
で

は
乙
骨
正
生
氏
と
朝
木
直
子
議
員
に
よ
り
、
東
村
山
市

に
お
け
る
、
創
価
学
会
＝
公
明
党
の
諸
課
題
に
つ
い
て

対
談
が
行
わ
れ
た
。

　

今
度
の
地
方
統
一
選
で
は
東
村
山
市
で
も
統
一
教
会

と
の
関
係
を
持
ち
な
が
ら
素
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
立
候

補
予
定
の
自
民
党
議
員
が
い
る
。
市
民
で
し
っ
か
り
と

監
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

消
防
署
の
立
ち
入
り
検
査
で

違
法
の
指
摘
！

法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

「
検
査
」
を
72
回
も
ス
ル
ー

公
明
党
議
員
が

辞
職
後
に
就
職

市
の
監
査
請
求
は
棄
却

返
金
要
求
は
た
っ
た
の
　
万
円

56

「
宗
教
と
政
治
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催

タウン
ニュース
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東
村
山
市
長
は
「
子

育
て
す
る
な
ら
東
村

山
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
看
板
に
し
て

い
ま
す
が
、
大
事
な
子

育
て
施
策
に
つ
い
て
は
、
東

村
山
は
都
内
で
も
か
な
り

遅
れ
て
い
ま
す
。

　

東
村
山
市
は
乳
幼
児
の
医
療
費
無
償

化
の
所
得
制
限
を
撤
廃
し
た
の
は
、
都

内
で
一
番
最
後
、
ま
た
現
在
義
務
教
育

の
就
学
児
童
の
医
療
費
は
所
得
制
限
付

き
で
無
償
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
26
市

中
15
市
は
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
子
ど

も
の
医
療
費
は
全
員
無
償
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
出
産
で
き
る
病
院

が
な
く
、
市
外
で
出
産
す
る
し
か
な
い

状
況
で
す
。

　

そ
し
て
中
学
生
の
給
食

に
つ
い
て
も
、
東
村
山
市
は

セ
ン
タ
ー
給
食
と
お
弁
当
の
選
択
制
で

す
が
、
中
学
校
の
全
員
給
食
と
な
っ
て

い
な
い
の
は
26
市
中
３
市
の
み
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
子
育
て
す
る
な
ら

東
村
山
」
の
看
板
に
実
態
が
全
然
と
も

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
渡
部
市
長
は
子
育

て
施
策
の
遅
れ
に
つ
い
て
、
予
算
が
な

い
こ
と
を
理
由
に
し
て
い
ま
す
が
、
必

要
な
財
源
は
優
先
し
て
確
保
す
る
の
が

本
来
の
予
算
編
成
で
す
。

　

議
会
を
傍
聴
し
て
い
て
も
、
渡
部
市

長
の
与
党
で
あ
る
自
民
公
明
の
議
員

は
、
渡
部
政
策
を
褒
め
た
た
え
る
ば
か

り
で
何
も
批
判
し
ま
せ
ん
。
真
の
二
元

代
表
制
を
実
現
し
、
議
会
が
し
っ
か
り

と
行
政
監
視
機
能
を
果
た
せ
る
東
村
山

市
議
会
の
実
現
が
市
民
に
と
っ
て
急
務

で
す
。

▼1983年大阪府生まれ。豊能郡能勢町立歌垣小・
能勢町立能勢東中・府立池田高・創形美術学校卒／
会社勤務／新聞編集／高齢者団体役員
／2022年１月より東村山市民新聞編集
スタッフ／地元ＦＭ局で番組作り／「脱
原発」／政治と宗教問題への関心から矢
野穂積議員の遺志を継ぐことを決意。

　

こ
の
３
月
議
会
の
私

の
一
般
質
問
に
対
す
る

答
弁
で
、
渡
部
市
長
が
と

り
ま
き
の
元
公
明
党
議

員
の
任
意
団
体
を
特
恵

的
に
優
遇
し
て
い
る
公

共
施
設
の
自
動
販
売
機
設
置

問
題
に
つ
い
て
、
２
０
２
４

年
度
か
ら
は
全
て
公
募
で
設

置
さ
れ
、
場
所
の
使
用
料
も
公
平
に
徴

収
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

元
公
明
党
議
員
の
任
意
団
体
は
自
動

販
売
機
計
８
台
（
運
動
公
園
５
台
、
中

央
・
秋
津
・
萩
山
公
民
館
各
１
台
）
を

「
市
長
の
特
別
の
計
ら
い
」に
よ
り
無
償

で
設
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
自
動

販
売
機
利
権
は
や
っ
と
廃
止
さ
れ
る
見

通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
民
党
政
策
に
よ
り
、
貧
富
の
格
差

は
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
、物
価
・

高
熱
費
の
暴
騰
で
、
私
た
ち
の
生
活
は

よ
り
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
国
の

事
業
で
は
、「
中
抜
き
業
者
」
が
税
金

に
た
か
り
、
私
た
ち
市
民
が
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
巨
額
の
公
金
が
、
与
党
議

員
の
と
り
ま
き
業
者
に
流
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
決
し
て
国
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
の
で
す
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
私
た
ち
納
税
者

市
民
が
、し
っ
か
り
と
行
政
を
監
視
し
、

歯
の
浮
く
よ
う
な
建
前
の
言
葉
に
騙
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
真
実
を
見
抜
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

政務活動費、
視察旅行などの
議員特権は
即刻廃止を！

政務活動費、視察旅行
などの議員特権は
即刻廃止を！

私は議員報酬のお手盛り値
上げに反対し、任期中のお手
盛り値上げ分および市職員
より多いボーナス減額提案分
は受け取り拒否しています。
期末手当返上額

5,967,410円

野
口
町
・
多
摩
湖
町
・
廻
田
町
・
美
住
町

富
士
見
町
・
栄
町
・
萩
山
町
・
本
町

担当地域

朝木直子

VOICE

諏
訪
町
・
久
米
川
町
・
秋
津
町

青
葉
町
・
恩
多
町

担当地域

子安じゅん
HP

Twitterでも
情報発信中！

Twitterでも
情報発信中！

▼母・明代議員の殺害事件後、遺志を継ぎ、謀殺事件究明、
庶民・弱者の生活を守り、税の使途、行政腐敗を監視する
ために斗うことを決意。憲法学習会・廣渡塾一期生／市民
新聞編集長／現職市議会議員。
▼1967年東村山市諏訪町生まれ／化成小・２中・都立武
蔵高・慶応大卒／会社勤務／高齢者団体役員
／社会福祉法人理事／「政治と宗教を考える
会」／「脱原発」／地元ＦＭ局で番組づくり／憩
いの家委託問題を追及し、市長に予算を撤回さ
せる／朝木明代議員殺害事件究明に28年。

子安じゅん

VOICE

行政監視型市民派

子安じゅんのプロフィール

行政監視型市民派

朝木直子のプロフィール

朝木直子
HP


